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自
治
会
長
挨
拶

令
和
三
年
も
早
や
七
月
を
迎
え
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
自
治
会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
夏
祭
り
や
町
民
運
動
会
、
心
の
教

育
「
歩
い
て
知
ろ
う
薭
田
野
町
餅
つ
き
大
会
」
、
人
権
研
修
会
等
の
大
き
な
行
事
を
す
べ
て
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
年
で
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
増
進
の
機
会
が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
を
大
変

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
な
り
、
自
治
会
も
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
三
ケ
月
を
経
過
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
収
束
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
マ
ス
ク

な
し
の
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

自
治
会
で
は
、
移
住
促
進
に
よ
る
町
の
賑
わ
い
創
出
を
目
指
し
て
、
「
移
住
促
進
特
別
区
域
」
及
び

「
既
存
集
落
ま
ち
づ
く
り
区
域
」
の
指
定
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
進

め
る
た
め
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
手
引
き
」
と
薭
田
野
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
集
落
の
教
科
書
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
移
住
希
望
者
の
受

け
入
れ
や
空
き
家
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
行
事
を
進
め
る
に
も
思
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
役
員
一
同
、
協
力

し
合
っ
て
、
「
安
全
・
安
心
、
明
る
く
・
住
み
よ
い
・
活
気
あ
ふ
れ
る
薭
田
野
町
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
自
治
会
総
会
を
開
催

去
る
四
月
二
十
日
（
火
）
に
令
和
三
年
度
の
自
治
会
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
代
議
員
の
皆
様
に
は
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
全
て
の
議
案
を
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
年
度
は
災
害
時
の
指
定
避
難
所
で
あ
る
自
治
会
館
二

号
館
屋
根
の
全
面
改
修
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

こ
の
二
号
館
は
昭
和
四
十
九
年
竣
工
以
来
四
十
七
年
が

経
過
し
て
い
る
建
物
で
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、

以
前
か
ら
屋
根
改
修
が
懸
案
事
項
で
し
た
。

こ
の
度
、
亀
岡
市
の
補
助
金
も
活
用
し
て
、
屋
根
の
全

面
改
修
を
梅
雨
明
け
頃
か
ら
行
い
ま
す
。
改
修
予
算
は
約

六
〇
〇
万
円
で
す
が
、
生
涯
学
習
施
設
整
備
事
業
補
助
金

二
〇
〇
万
円
、
自
治
振
興
補
助
金
二
〇
〇
万
円
を
活
用
し
、

残
り
を
自
治
会
か
ら
出
費
し
て
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
概
要
は
次
の
グ
ラ
フ
の
通
り

で
す
。

繰越金

21%

自治会費

36%企業協力金 1%

事務受託料…

ふるさと納税

0%

助成金

32%

雑収入 2%

収 入

役員手当 6% 職員給与…

通信費

6%

管理費

8%

修繕費

30%

助成金

10%

事業…

諸経費

3% 予備費 8%

支 出

令和３年度一般会計予算概要



令
和
三
年
度
各
種
団
体
長
紹
介
（
敬
称

略

）

子
ど
も
一
一
〇
番
会
議

会

長

竹

岡

敏

自
主
防
災
会

会

長

美

馬

正

信

青
少
年
育
成
協
議
会

会

長

美

馬

俊

男

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
総

務

桂

尚

美

老
人
ク
ラ
ブ

会

長

稲

荷

良

一

交
通
安
全
協
会
薭
田
野
支
部

支
部
長

藤

本

泉

泰

防
犯
推
進
連
絡
協
議
会

支
部
長

松

本

保

洋

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

塩

尻

知

己

消
防
団
薭
田
野
分
団

分
団
長

太

田

翼

体
育
振
興
会

会

長

美

馬

健

司

子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会

会

長

葛

西

利

安

商
工
会

会

長

木

崎

貴

史

薭
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長

大
八
木

健

治

南
桑
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
区
委
員
長

谷

本

佳

子

令
和
三
年
度
自
治
会
役
員
紹
介
（

敬
称
略
）

下
佐
伯
区
長

大
石

典
之

鹿
谷
区
長

小
瀬

俊
幸

奥
条
区
長

齊
藤

衛

上
佐
伯
区
長

松
本

喜
久
雄

柿
花
区
長

王
子

貴
志

天
川
区
長

石
田

秀
夫

太
田
区
長

柳
原

耕
造

芦
ノ
山
区
長

岡
田

務

西
佐
伯
区
長

酒
井

保
夫

委
員八

木

正
純

委
員大

石

慶
明

副
会
長

美
馬

正
信

会
長竹

岡

敏

副
会
長

美
馬

秀
二

庶
務
・
会
計

西
村

一
郎

監
事大

西

實
好

監
事柳

原

善
信

令
和
三
年
度
の
主
な
自
治
会
行
事
予
定

●
八
月

十
五
日
（
日
）

夏
祭
り

中
止

●
九
月

二
十
日
（
日
）

敬
老
の
集
い
中
止
・
記
念
品
配
布

●
十
月

三
日
（
日
）

町
民
運
動
会

●

二
十
四
日
（
日
）

戦
没
者
追
悼
式

●
十
二
月
十
二
日
（
日
）
第
七
回
京
都
・
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
お
も
て
な
し
応
援
」
中
止

●

十
九
日
（
日
）
「
心
の
教
育
」
歩
い
て
知
ろ
う

薭
田
野
町

餅
つ
き
大
会

●

二
十
八
日
～
二
十
九
日

年
末
特
別
警
戒

●
令
和
四
年
二
月

「
心
の
教
育
」
人
権
研
修
会

令
和
三
年
六
月
時
点
で
の
予
定
で
す
。

夏
祭
り
は
中
止
し
ま
す
。

敬
老
の
集
い
は
取
り
止
め
て
記
念
品
を
配
布
し
ま
す
。

今
後
も
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

各
種
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

交
通
安
全
協
会
薭
田
野
支
部

令
和
三
年
度
の
役
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
も
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
や
自
治
会
行

事
等
で
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

支
部
長

藤
本

泉
泰
（
太
田
区
）

副
支
部
長

藤
野

照
雄
（
西
佐
伯
区
）

会

計

美
馬

武
司
（
下
佐
伯
区
）

支
部
員

吉
田

敬
一
（
上
佐
伯
区
）

〃

石
田

信
也
（
天
川
区
）

〃

竹
岡

克
己
（
鹿
谷
区
）

〃

成
田

則
男
（
柿
花
区
）

〃

齊
藤

弘
文
（
奥
条
区
）

上
田

利
子
（
芦
ノ
山
区
）

防
犯
推
進
連
絡
協
議
会
薭
田
野
支
部

令
和
三
年
度
の
役
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
も
薭
田
野
町
の
防
犯
活
動
に
努
め
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支
部
長

松
本

保
洋
（
上
佐
伯
区
）

副
支
部
長

吉
川

二
郎
（
鹿
谷
区
）

会

計

石
田

邦
彦
（
天
川
区
）

支
部
員

兼
田

諭
（
下
佐
伯
区
）

〃

奥

一
郎
（
太
田
区
）

〃

麻
田

剛
正
（
柿
花
区
）

〃

森

剛
造
（
奥
条
区
）

〃

三
浦

芳
二
（
芦
ノ
山
区
）

〃

中
川

雅
雄
（
西
佐
伯
区
）



体
育
振
興
会

本
年
度
の
本
部
役
員
の
紹
介
で
す
。
一
年
間
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

会

長

美
馬

健
司

筆
頭
副
会
長

斎
藤

実

副
会
長

大
石

杉
雄

副
会
長

木
崎

貴
史

事
業
部
長

柳
原

邦
弘

副
事
業
部
長

阿
太
地

浩

副
事
業
部
長

石
田

邦
彦

庶

務

小
瀬

雄
次

庶

務

篠
塚

直
秋

会

計

三
橋

昭
彦

監

査

小
瀬

歓
子

薭
田
野
商
工
会

本
年
度
の
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

会

長

木
崎

貴
史

副
会
長

八
木

秀
和

副
会
長

谷
本

竜
也

会

計

松
本

保
洋

監

事

清
水

和
己

総
務
委
員
長

柳
原

昌
之

交
流
事
業
委
員
長

吉
田

顕
弘

薭
田
野
商
工
会
で
は
本
年
度
、
灯
籠
街
道
再
整
備
事
業

と
し
て
、
平
成
六
年
に
国
道
三
七
二
号
線
沿
い
に
設
置
し

ま
し
た
灯
籠
八
六
基
と
バ
ス
停
二
基
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
暗
い
世
相
で
す
が
、
少
し
で
も
明

る
い
薭
田
野
町
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

施
工
の
際
は
町
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
せ
ぬ
よ

う
、
気
を
付
け
て
参
り
ま
す
。

何
卒
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
三
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
二
年
度
に
続
き
中
止
と
し
、
五
月
八

日
に
令
和
二
年
度
役
員
と
令
和
三
年
度
役
員
の
出
席
の
下
、
新

旧
役
員
会
を
開
催
し
、
令
和
二
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

令
和
三
年
度
役
員
の
選
任
・
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た

し
ま
す
。

【
役
員
紹
介
】

顧

問

竹
岡

敏
（
自
治
会
長
）

会

長

塩
尻

知
己

副
会
長

美
馬

正
信
（
自
治
会
副
会
長
）

副
会
長

稲
荷

良
一
（
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
）

副
会
長

桂

尚
美
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
総
務
）

庶
務
・
会
計

田
邊

育
子
（
薭
田
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
庶
務
）

〃

高
松

昌
代
（
薭
田
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
）

〃

三
橋

麻
衣
（
薭
田
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
委
員
長
）

幹

事

井
内

祐
治
（
か
め
お
か
作
業
所
事
務
長
）

幹

事

美
馬

俊
男
（
青
少
協
会
長
）

幹

事

大
八
木

健
治
（
薭
田
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

幹

事

葛
西

利
安
（
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
会
長
）

監

事

大
西

實
好
（
自
治
会
監
事
）

監

事

柳
原

善
信
（
自
治
会
監
事
）

【
主
な
行
事
予
定
】

七

月

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

十
一
月

ふ
れ
あ
い
声
か
け
訓
練
（
認
知
症
徘
徊
模
擬
訓

練
）十

一
月

寄
せ
植
え
講
習
会

十
二
月

友
愛
訪
問

消
防
団
薭
田
野
分
団

【
令
和
三
年
度
消
防
団
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
た
。
】

四
月
四
日
（
日
）
、
薭
田
野
町
自
治
会
に
お
い
て
竹
岡
会

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
令
和
三

年
度
亀
岡
市
消
防
団
薭
田
野
分
団
の
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
の
新
入
団
員
は
一
名
、
退
団
者
は
一
名
で
し
た
。
新

入
団
員
の
福
林

淑
生
さ
ん
が
「
消
防
団
の
一
員
と
し
て
、

先
輩
方
と
と
も
に
、
私
達
が
生
ま
れ
育
っ
た
薭
田
野
町
内
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
決
意
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
太
田
分
団
長
に
よ
る
訓
示
が
あ
り
、
力
強
い
決

意
と
抱
負
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
太
田
分
団
長
を
先

頭
に
消
防
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
薭
田
野
町
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
、
消
防
団
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
の
で
引
き

続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
今
後
の
行
事
予
定
等
は

中
止
や
未
定
で
す
。
亀
岡
市
ポ
ン
プ
操
法
大
会
及
び
夏
季
訓

練
・
水
防
訓
練
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

【
令
和
三
年
度
の
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。
】

分
団
長

太
田

翼

（
三
部
四
班
）

副
分
団
長

廣
瀬

隆
博

（
二
部
三
班
）

訓
練
部
長

鈴
木

理
弘

（
二
部
三
班
）

庶
務
部
長

美
馬

貴
司

（
一
部
一
班
）

会
計
部
長

長
谷
川

達
也

（
三
部
四
班
）

班

長

谷
本

博
好

（
一
部
一
班
）

〃

石
田

秋
則

（
二
部
二
班
）

〃

八
木

啓
一
郎

（
二
部
三
班
）

〃

稲
荷

勇
樹

（
三
部
四
班
）

新
入
団
員

福
林

淑
生

（
二
部
三
班
）

退
団
者

堤

寛

（
二
部
三
班
）

日
程
は
変
更
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。



民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
時
期
、
丁
寧
な
顔
合
わ
せ
の
訪
問
が

思
う
よ
う
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年

初
め
て
高
齢
の
方
々
へ
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
プ
リ
ン
ト
を

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
に
い
る
こ
と

が
多
い
と
ど
う
し

て
も
運
動
不
足
に

な
り
や
す
い
の
で
、

無
理
の
な
い
よ
う

に
少
し
で
も
身
体

を
動
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

薭
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

薭
田
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
会
議
、
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
四
月
八
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は

十
八
名
の
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。

今
年
一
年
間
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ど
こ
ま
で

活
動
で
き
る
か
、
ま
だ
ま
だ
未
定
で
す
が
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
精
一
杯
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薭
田
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
会
議
を
四
月
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
生
き
生
き
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
れ
ば
、
食
欲

の
秋
、
旅
行
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
り
一
層
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
令
和
三
年
度
薭
田
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
の
紹
介
】

会

長

稲
荷

良
一
（
柿
花
区
）

副
会
長

石
川

佳
一
（
上
佐
伯
区
）

会

計

石
野

行
男
（
太
田
区
）

美
馬

義
幸
（
下
佐
伯
区
）

前
田

圭
司
（
天
川
区
）

村
口

素
髙
（
鹿
谷
区
）

西
村

克
己
（
奥
条
区
）

市
老
連
監
事

齊
藤

孝
雄
（
奥
条
区
）

上
佐
伯
白
寿
会
「
栗
林

幸
子
様
」
に
感
謝
状
の
贈
呈

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
報
告
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
副
会

長
で
も
あ
り
、
亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
副
会
長
、
女
性
部
長
で

も
あ
り
ま
し
た
栗
林
幸
子
様
に
役
職
退
任
に
あ
た
り
、
長
年

の
ご
労
苦
を
讃
え
、
ご
自
宅
に
伺
い
、
花
束
と
表
彰
状
を
授

与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
協
議
会

【
令
和
三
年
度
の
新
役
員
紹
介
】

会

長

美
馬

俊
男

副
会
長

大
八
木

健
治

会

計

石
田

宣
夫

区
担
当
役
員

谷
本

澄
夫
（
上
佐
伯
区
）

〃

栗
林

三
善
（
下
佐
伯
区
）

〃

石
田

宣
夫
（
天
川
区
）

〃

中
川

幸
広
（
太
田
区
）

〃

村
上

隆
司
（
鹿
谷
区
）

〃

王
子

清
造
（
柿
花
区
）

〃

広
瀬

拓
哉
（
奥
条
区
）

〃

池
尻

愛
（
芦
ノ
山
区
）

〃

藤
野

照
雄
（
西
佐
伯
区
）

団
体
担
当
役
員
沼
田

多
賀
代
（
子
ど
も
会
）

〃

篠
原

恵
（
子
ど
も
会
）

〃

東

友
美
（
子
ど
も
会
）

〃

大
八
木

健
治
（
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

〃

田
邊

育
子
（
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

〃

三
橋

麻
衣
（
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

〃

谷
本

佳
子
（
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

〃

有
馬

智
子
（
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

〃

成
田

統
貴
子
（
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会
計
監
査

酒
井

保
夫
（
西
佐
伯
区
長
）

〃

松
本

喜
久
雄
（
上
佐
伯
区
長
）

【
令
和
三
年
度
の
主
な
事
業
予
定
】

●
五
月
十
六
日

第
一
回
廃
品
回
収
（
中
止
）

●
六
月
二
十
日

春
季
環
境
美
化
活
動
（
中
止
）

●
七
月
十
八
日

第
二
回
廃
品
回
収

●
九
月
十
二
日

第
三
回
廃
品
回
収

●
十
月
十
七
日

秋
季
環
境
美
化
活
動

●
十
一
月
二
十
八
日

第
四
回
廃
品
回
収

●
令
和
四
年
三
月
十
三
日

第
五
回
廃
品
回
収

以
上
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
町
民
各
位
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
廃
品
回
収
事
業
の
収
益
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
小

学
校
の
図
書
寄
贈
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活
動
資
金
等

に
活
用
す
る
予
定
で
す
。
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